
r---．市の人口と世帯数----－

’ 8月1日現在 前月比

｜ 人口 31,687人 （十7)

｜ 男 15，547人 （十8）

｜ 女 16,140人 （－1 )

世帯 8，787世帯（＋1）
市報
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イシモチ釣りに

連日のにぎわい

9月号高萩海岸は、 このところイシモチ釣りで朝夕にぎわって
います。

このイシモチは、スズキ科に属する魚で、大きいもので

は、 50センチほどにも成長する夜光性の魚で、釣れてし､る

イシモチは、 20センチから30センチ級のもの。

釣人は、 日立、北茨城市方面からも来ていますが、市内

の釣人がほとんどです。

以前は、炭砿の洗炭場からでたにごった水が流れて、日

中でも釣れましたが、最近では、朝タが釣れています。
しかし、釣人が帰えつたあとには、ピンのかけらや、空

カンなどが海岸を汚ごしています。海岸は、みんなのもの

です。ゴミなどは、持ち帰えるのが釣人のマナー、 といえ
るのではないでしょうか……。
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高萩市市民憲章
『|然をたいせつにし､美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

恩､いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう
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茨城放送「高萩市政だより」は毎週日咽ヨ、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は（3） 1151.1152です。
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パークロック方式とは
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本町第1と春日町第1駐車場
ストッパー
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：

さ
る
３
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
定
Ⅱ

。
、
叩

ノ
ー
ク
ロ
ッ
ク
方
式
で
例
市
議
会
で
、
市
の
駐
車
場
の
維
持
“

Ｉ

さ
る
３
月
に
開
か
れ
た
第
１
回
定
ⅡⅡ

例
市
議
会
で
、
市
の
駐
車
場
の
維
持
Ⅲ

↓2)ロック板が上り、前輪をロック

／
）

ロック

一一

10月1日から有料となる本町第一駐車場

駐車場の料金

普通駐車 ｜ 月ぎめ駐車 ｜ 宿泊駐車分区

1時間まで100円
1時間を超える
30分までごとに

50円

’本町第一駐車場

（本町4丁目）
1月 3,000円 1泊 500円

⑧コイン投入ロに所定金額を投〕春日町第一駐車場

（春日町2丁目）

1時間までごとに

100円 組

Ⅱ

管
理
の
明
確
化
お
よ
び
一
部
有
料
化
川

を
は
か
る
た
め
の
条
例
が
議
決
さ
れ
ⅢⅡ

、
月
１
日
か
ら
市
の
駐
車
場
が
有
料
Ⅱ

と
な
り
、
料
金
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
ⅡⅡ

な
り
ま
す
。
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１
時
間
１
０
０
円

宿
泊
駐
車
は
５
０
０
円

有
料
化
さ
れ
る
市
駐
車
場
は
、
２
箇

所
で
、
本
町
第
一
駐
車
場
（
も
と
税
務

署
あ
と
）
と
、
春
日
町
の
第
一
駐
車
場

（
春
日
児
童
公
園
東
側
）
で
す
。

本
町
第
一
駐
車
場
は
、
駐
車
台
数
が

和
台
と
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
普
通

に
駐
車
す
る
場
合
と
、
宿
泊
駐
車
が
で

き
る
車
が
妬
台
で
、
月
ぎ
め
駐
車
場
が

お
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
駐
車
は
、
午
前
８
時
か
ら
午
後

（
）

蕊霧
窯：

④ロック板が自動的に下り、出車
８
時
ま
で
の
使
用
時
間
で
、
１
時
間
ま

で
１
０
０
円
で
、
１
時
間
を
超
え
る
鋤

分
ま
で
ご
と
に
印
円
が
追
加
料
金
と
し

て
と
ら
れ
ま
す
。

宿
泊
駐
車
は
、
午
後
８
時
か
ら
翌
日

の
午
前
８
時
ま
で
で
、
料
金
は
、
５
０

０
円
で
す
。

月
ぎ
め
は
溺
台

月
ぎ
め
駐
車
は
、
使
用
す
る
月
の
前

月
の
晦
日
ま
で
に
、
月
ぎ
め
駐
車
申
し

込
み
書
を
月
ご
と
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
申
し
込
み
者
が
多
い
場

合
に
は
、
抽
選
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て

駐
車
券
が
溺
日
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

月
ぎ
め
駐
車
の
料
金
は
、
１
か
月

３
，
０
０
０
円
で
、
溺
日
の
発
行
と
同

時
に
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

月
ぎ
め
駐
車
は
、
、
月
の
使
用
に
か

ぎ
り
９
月
加
日
ま
で
に
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

以
後
は
、
毎
月
妬
日
ま
で
と
な
り
ま

↑
ｑ
ノ
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高
萩
警
察
署
管
内
で
は
、
本
年
１
月

か
ら
８
月
ま
で
の
間
に
、
ｎ
件
昭
名
の

死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な

く
す
た
め
に
、
９
月
型
日
か
ら
訓
日
ま

で
の
間
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
駐
車
場
を
利
用
で
き
る
自
動
車
は
、

ノ
ン
ジ
フ
フ
フ
ジ
フ
フ
今
／
ク
ク
ク

次
の
と
お
り
で
す
。
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こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
も
の
に
交

蕊
撚
蕊
溌
灘
灘
通
童
全
思
想
を
普
及
徹
底
し
、
｜
止
し
ぃ

交
通
の
弱
者
を
保
護
し
よ
う

〃
ノ
ノ
ノ
〃デ

10月1日 から
》
》
一
四

交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣

④
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事
故
防

９
月
馴
日
か
ら
訓
日

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
す
や
運
動
の
重
点
と
し
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
・

１
子
ど
も
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

①
子
ど
も
の
交
通
安
全
の
確
保

な
お
、
９
月
の
受
け
付
け
は
、
市
役

所
の
市
民
相
談
室
で
行
い
ま
す
が
、
、

月
か
ら
は
直
接
駐
車
場
の
管
理
人
へ
申

し
込
み
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
電

話
で
の
受
け
付
け
は
Ｌ
ま
せ
ん
。

パ
ー
ク
ロ
ッ
ク
は

Ⅳ
台
に
制
限

春
日
町
第
一
駐
車
場
は
純
駐
車
台
数

が
、
Ⅳ
台
と
制
限
さ
れ
終
日
使
用
で
き

ま
す
。こ
こ
の
駐
車
場
は
、
。
〈
Ｉ
ク
ロ
ッ
ク

と
い
っ
て
、
赤
外
線
に
よ
る
自
動
検
知

方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

駐
車
料
金
は
、
１
時
間
ま
で
ご
と
に

１
０
０
円
で
す
。
し
た
が
っ
て
１
時
間

を
超
え
る
と
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
車
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
協
力
を

‘ー

ｌ
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
時
に
お
け

る
安
全
教
育
の
徹
底
と
街
頭
指

導
の
強
化

２
自
転
車
、
（
、
イ
ク
の
安
全
利
用
の

促
進

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
駐
車
を
拒

否
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
発
火
性
、
ま
た
は
、
引
火
性
の
物

品
を
積
載
し
て
い
る
と
き

②
駐
車
場
の
施
設
を
損
傷
し
、
ま
た

は
汚
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

③
駐
車
場
の
管
理
に
支
障
が
あ
る
と

認
め
た
と
き

な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

駐
車
が
拒
否
さ
れ
ま
す
。
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ｌ
安
全
教
育
の
徹
底
と
、
安
全

ク
ラ
ブ
、
母
親
組
織
の
育
成
強

化

②
老
人
の
交
通
安
全
の
確
保

①
普
通
自
動
車
に
属
す
る
乗
用
自
動

車
（
乗
車
定
員
、
人
以
下
の
も
の
に

限
る
）

②
小
型
自
動
車
に
属
す
る
乗
用
自
動

車
及
び
貨
物
自
動
車

③
軽
自
動
車
に
属
す
る
乗
用
自
動
車

お
よ
び
貨
物
自
動
車
と
な
っ
て
い
ま

４
ｑ
談
一
０駐

車
が
で
き
な
い
場
合
も

ま
た
、
駐
車
場
を
使
用
す
る
場
合
に

は
、
次
の
よ
う
な
行
為
を
し
ま
す
と
使

用
禁
止
ま
た
は
、
退
場
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

①
他
の
自
動
車
の
駐
車
を
妨
げ
る
こ

と②
ご
認
、
そ
の
他
の
汚
物
を
捨
て
る

こ
と
③
み
だ
り
に
騒
音
を
発
す
る
こ
と

④
管
理
上
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
行
為
を
す
る
こ
と

な
ど
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
使

用
を
禁
止
さ
れ
ま
す
。

ほ
か
の
２
箇
所
は
無
料

市
の
駐
車
場
は
、
本
町
に
２
箇
所
、

春
日
町
に
２
箇
所
の
計
４
箇
所
あ
り
ま

す
が
、
本
町
第
二
駐
車
場
（
も
と
劇
場

あ
と
１
家
畜
市
場
と
な
り
Ⅱ
）
と
、
春

日
町
第
二
駐
車
場
（
後
藤
自
転
車
北
側
）

の
２
箇
所
は
、
当
分
の
間
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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①
自
転
車
の
安
全
利
用

ｌ
安
全
教
室
を
開
催
し
、
安
全

な
乗
り
方
等
の
指
導
と
点
検
整

備
の
励
行

②
バ
イ
ク
の
安
全
利
用

ｌ
技
能
講
習
の
充
実
と
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
励
行

３
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
推
進

①
無
謀
運
転
等
の
防
止

②
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

な
ど
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
（
高
萩
警
察
署
）

ー
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二 ＝

本松の菊人形をみよう ”市民号”の受け付けは9月20日から 言
＝ 一

＝

＝ 一

二 ＝
第10回目を迎えた市民号の運行が、福島県一"本松の菊人形ときまりました。 ＝

＝

＝ ＝
＝ 二ことしは、 とくに、市制25周年と記念する年を迎えています。この機会にぜひ、市民号にご参加くださし､。 =＝

＝ 二
二 と き ： 11月18日（日曜日）日帰り 二
＝ 二＝

ところ ： 福島県二本松市の菊人形 二＝ ＝
＝ ＝募集人員 ： 450名（先着順とします） 二二

＝ =
費 用 ： おとな5，0 0 0円、こども3，40 0円 二二

＝ 二

時間とコース高萩 郡山 会 場 一郡山一一高萩 三
二

6.47発 9．42 （バス）10,40着(バス） ニ
ー

ー ＝＝

13.40発 14．47 17.50着 二＝

冒 ※昼食は､各自が持参となります｡申し込み受け付けは､ 9月20日から市民相談宗窓口で受け付けますので、 皇
費用を添えて直接お申し込みくださいc電話での受け付けはいたしません。二 二
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あの日あのころ農
耕
馬
で
、
出
馬
が
多
か
っ
た
ね
。
北
牛
市
に
な
っ
て
か
ら
は
、
年
６
回
ほ
馬
市
は
関
東
名
物
だ
っ
た
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田
所
徳
雄
さ
ん
Ⅱ
本
町
き
ま
し
た
か
ら
ね
。
昭
和
調
年
に
黒
毛

（
多
賀
畜
産
農
業
協
同
組
合
勤
務
）
牛
の
導
入
を
し
ま
し
た
が
、
各
部
落
へ

溺
年
前
は
、
馬
市
が
盛
ん
で
し
た
。
い
っ
て
説
明
会
を
開
い
た
り
し
て
、
大

馬
市
の
始
ま
り
は
、
大
能
牧
場
だ
と
い
変
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
馬
は
多
黒
毛
牛
の
導
入
は
、
広
島
県
、
岡
山

か
つ
た
ん
で
す
よ
。
県
か
ら
２
５
０
頭
で
し
た
。

私
は
終
戦
前
か
ら
馬
市
に
で
て
い
ま
早
い
も
の
で
す
ね
。
黒
毛
牛
を
導
入

し
た
か
ら
：
。
…
。
馬
は
、
ほ
と
ん
ど
が
し
て
か
ら
訓
年
に
な
る
ん
で
す
ね
。

体育指導員ですよろしく

■

錨！高萩市の体育指導員のみなさんです。体育指導員の方
々は、正しい体育のあり方、マナーなどを指導してくれ

ることになっています。

体力づくりやレクリエーション、そして、スポーツな

どが各地区で活発に行われていますが、 この機会に、体
育指導員の指導を受けてみてはいかがでしょうか－･

体育指導員についてのくわしいことは市民体育館（電
話③2552）へどうぞ。

驍篭

１

Ｌ

○
却
勒

氏 名 住 所 特技 連絡先
自宅（2） 4519
(3)2121内線300

裕
一
琳

高戸767 庭球謡
一
輪

海
道
な
ど
か
ら
。
…
：
。
多
賀
駒
の
名
が

高
く
関
東
で
は
名
物
の
馬
市
で
し
た
・

‐
馬
市
は
、
年
１
回
し
か
開
か
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
馬
は
、
３
５
０
頭
以
上

は
で
ま
し
た
。
露
天
商
な
ど
も
で
て
・

昭
和
瓢
年
ご
ろ
で
し
た
。
馬
市
に
牛

が
で
た
の
は
、
黒
毛
牛
で
な
く
褐
毛
牛

９
頭
で
し
た
。
農
業
も
機
械
化
に
な
っ

て
し
ま
い
、
馬
の
必
要
が
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
か
ら
ね
。
昭
和
調
年
に
黒
毛

牛
の
導
入
を
し
ま
し
た
が
、
各
部
落
へ

い
っ
て
説
明
会
を
開
い
た
り
し
て
、
大

変
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

黒
毛
牛
の
導
入
は
、
広
島
県
、
岡
山

サイクリ

ング

野外活動

卓球

東本町1－78－2 州
一
蜘
皿

戸
匡

饒
駅

仁
一自 ②
｜
②
②高浜町3-104鈴木朝夫

中野幸子

大内喜代司

秋山625-89

有明町1-104

自宅（3） 5769

岬

岬

自宅（2）
水泳

高'1， （2）〆
）

自宅’2) 2462
会社（2） 4539

小田木貞夫｜安良川106-16 野球

バドミン

トン

体操

自宅（21 4865
加工紙(3)1111

山口 猛｜高萩254-6

脈
一
実

赤浜1378細金

斎藤

自宅（3） 0516

|上茨城市磯原町
上相田295-9

自宅（2） 5616
新日鍛(3)5311

スキー

柔道

野外活動

ど
開
い
て
い
ま
す
が
、
優
秀
な
牛
が
飼

育
さ
れ
て
、
最
近
で
は
、
常
陸
牛
の
名

声
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
肉
牛
の
需
用
も
高
ま

っ
て
く
る
の
で
前
途
有
望
で
す
よ
。

０
７
７
４
１
１
３
３
鰯
②
宅
中

自

高
佐藤哲夫｜ 日立市滑川町2660-1

自宅（3） 0396
大心苑(2)2151

自宅（3） 4159
新日鍜(3)5311

烏田 勉秋山3044

糀本勝義｜東本町1－14 卓
一
排
一
柔

球
一
球

道

独身寮(2)2319
加工紙(3)1111

安倍情夫｜高浜町3-101

自宅（2） 4114
加工紙(3)1111

佐/々 満 安良川267

鑑

大和町4－20 体操｜ 自宅（2） 3068
幽迦

坂場美子
I

き』串引

「
名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
、
流
れ

よ
る
ヤ
シ
の
実
ひ
と
つ
：
！
：
」
な
ど
の

調
べ
も
、
ご
く
自
然
に
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。そ
れ
が
、
時
の
流
と
と
も
に
、
い
ま

で
は
、
そ
の
色
あ
い
を
変
え
つ
つ
あ

る
。
石
油
消
費
型
社
会
の
生
ん
だ
、
回

復
困
難
な
環
境
破
壊
に
つ
い
て
、
現
在

も
進
行
し
て
い
る
こ
と
に
、
あ
ら
た
め

て
気
づ
い
て
も
ら
い
た
い
の
で
あ
る
。

見
渡
す
限
り
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
埋
め

つ
く
さ
れ
た
海
岸
に
、
合
成
洗
剤
の
泡

と
、
油
摘
が
打
ち
よ
せ
る
。
あ
た
り
に

は
、
奇
形
魚
の
死
骸
の
腐
臭
が
た
だ
よ

う
心
象
風
景
を
、
想
像
に
す
ぎ
な
い
も

の
と
は
、
だ
れ
も
断
言
で
き
な
い
だ
ろ

シ
ハ
ノ
Ｏ

こ
れ
ま
で
、
河
口
や
、
港
湾
の
入
口

く
れ
た
。
雄
々
し
い
海
へ
の
あ
こ
が
れ

は
い
ま
も
変
わ
っ
て
は
い
な
い
。

八
虹
Ｖ

ヤ
シ
の
実
い
ず
こ

《
）

こ
ど
も
の
こ
ろ
の

『
夏
休
み
絵
日
記
』

を
広
げ
て
み
た
。
海

辺
が
青
と
白
で
ぬ
り

つ
ぶ
さ
れ
た
絵
の
下

に
は
、
「
海
の
む
こ

う
も
、
こ
こ
と
同
じ

景
色
な
ん
だ
ろ
う
か

。
」
な
ど
と
書
か
れ
て

あ
っ
た
。
遠
い
他
国

の
色
を
語
り
か
け
て

海
の
汚
染に限

ら
れ
て
い
た
汚
染
が
、
驚
く
べ
き

早
さ
で
、
し
か
も
、
広
く
深
く
進
行
し

海
を
と
り
ま
く
生
態
系
に
ま
で
も
、
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
自
然
と
共
存
す
る
は
ず
の
わ
た
し
た

ち
が
、
無
意
識
の
ま
ま
に
、
強
暴
な
力

で
、
自
然
を
破
壊
し
て
い
る
と
い
う
現

実
を
、
だ
れ
も
が
知
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
「
ヤ
シ
の
実
」
の
思
い
出
に
つ

つ
ま
れ
た
海
が
、
今
日
で
は
、
ピ
’
－
－

ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
「
永
遠
の

ゴ
ミ
」
に
汚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

現
代
科
学
を
も
っ
て
も
救
い
の
道
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

耐

癖 錘

ふるさとの海はいま

溺
篭勾

認(凡

１
市
覇

・
母
■
”
■
■
■
。
。
■
ｑ
■
■
■



(5） 市報たかはぎ 昭和54年9月

９
月
扣
日
は

大
塚
伊
勢
守
成
貞
の
あ
と
を
継
い
だ

大
塚
兵
庫
頭
隆
成
に
つ
い
て
は
、
あ
ま

り
明
ら
か
で
な
い
。
永
正
九
年
（
一
五

一
二
）
二
月
二
十
四
日
に
、
日
棚
（
北

茨
城
市
中
郷
町
）
の
王
子
神
社
を
子
の

常
成
と
一
緒
に
造
営
し
て
い
る
。
安
良

川
八
幡
宮
の
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）

九
月
四
日
造
営
棟
札
に
も
、
「
大
塚
藤

原
朝
臣
隆
成
、
同
藤
原
朝
臣
常
成
」
の

テ
ー
マ
下
水
道
住
み
よ
い
町
の
基
礎
づ
く
り

９
月
、
日
は
「
第
四
回
全
国
下
水
道
を
支
え
る
た
め
に
、
な
く
て
は
な
ら
な

促
進
デ
ー
」
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
い
施
設
で
す
。

下
水
道
法
が
で
き
て
か
ら
加
周
年
に
あ
そ
の
ほ
か
、
下
水
道
の
役
割
と
し
て

た
り
ま
す
。
は
、
雨
水
の
処
理
が
あ
り
ま
す
。

炊
事
、
洗
た
く
、
風
呂
、
ト
イ
レ
な
日
本
の
よ
う
に
降
雨
量
の
多
い
国
で

ど
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
一
日
た
り
は
、
家
屋
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

と
も
欠
か
せ
な
い
水
。
そ
の
使
っ
た
水
下
水
道
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
・

の
後
始
末
を
す
る
の
が
下
水
道
で
す
。
ま
た
、
河
川
や
湖
沼
な
ど
の
水
質
汚

汚
水
が
た
ま
ら
ず
、
ヵ
や
ハ
エ
の
発
濁
を
防
ぎ
、
き
れ
い
な
川
、
き
れ
い
な

生
し
な
い
環
境
を
つ
く
り
、
水
洗
ト
ィ
海
を
と
り
も
ど
す
上
か
ら
も
大
切
な
役

レ
の
使
え
る
衛
生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
割
を
果
し
ま
す
。

全満､1斗 ．、

確史‘ゥq 下
水
道
促
進
デ
ー

赤浜妙法寺過去帳

(三十六） 志田諄一

名
が
見
え
る
。
こ
の
と
き
隆
成
は
、
老

齢
に
達
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
上
桜
井
（
北
茨
城
市
中
郷
町
）

鹿
島
神
社
の
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
）

十
二
月
二
十
九
日
造
営
棟
札
に
、
菅
股

城
主
「
大
塚
掃
部
助
藤
原
朝
臣
常
成
」

の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
隆
成
の

子
の
常
成
は
、
菅
股
城
（
北
茨
城
市
磯

原
町
）
に
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
大

永
元
年
（
一
五
一
二
）
の
死
亡
者
に

「
浄
雄
道
清
善
定
門
、
大
塚
信
州
、
十

、
十
九
」
と
記
さ
れ
て
い
る
人
物
は
、

一
体
何
物
で
あ
ろ
う
か
。
大
・
塚
信
州

（
信
濃
守
）
を
称
し
て
い
る
の
を
み
る

と
、
竜
子
山
城
主
の
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
伊
勢
守
成
貞
の
あ
と
を

継
い
だ
の
は
、
兵
庫
頭
隆
成
で
あ
っ
た

ー

は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
伊
勢
守
成
貞

の
養
子
と
な
っ
た
、
と
い
う
南
朝
皇
孫

の
定
王
伝
説
が
出
現
す
る
謎
が
、
存
在

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

常
陸
誌
料
の
「
大
塚
氏
譜

世界の主な国の

下水道普及状況 (下水綴:人［ =錫)羅度

※日本は現在、第4次下水道整備5か年計画を実施中

で、 55年末には普及率40％になる見込みです。

さ
よ
う
の
首
ぬ
げ
た

ゞ
一
上
手
綱
斎
藤
カ
ン

｝

聟
が
、
嫁
さ
ん
の
家
に
泊
ま
り
に
行

ぐ
だ
っ
ぺ
よ
・
泊
ま
り
に
行
ぐ
ん
だ
っ

て
、
言
葉
の
使
い
よ
う
が
、
分
が
ん
ね

え
ん
で
、

「
言
葉
の
使
い
よ
う
も
分
が
ん
ね
え
が

ら
、
向
ご
う
で
お
話
し
し
た
時
は
、
そ

の
、
さ
お
の
先
さ
糸
ぶ
ら
さ
げ
て
お
い

て
、
そ
れ
を
引
っ
張
っ
た
ら
『
さ
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
』
っ
て
、
こ
う
言

え
。
」
っ
て
、
仲
人
様
に
言
わ
れ
た
ん
だ

っ
ぺ
よ
・

そ
ん
で
、
縁
の
下
さ
仲
人
さ
ん
が
入

っ
て
、
チ
ャ
カ
ッ
、
チ
ャ
カ
ッ
、
お
話

の
た
び
に
、
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か

っ
て
言
う
時
に
、
綱
引
っ
張
ん
だ
。
ん

で
、
綱
引
っ
張
れ
ば
、
き
ん
た
ま
点
『
結

わ
え
で
あ
る
の
で
、
分
が
ん
だ
っ
ぺ
・

猫
は
、
仲
人
さ
ん
が
来
る
前
に
、
縁

の
下
さ
入
っ
て
、
そ
れ
さ
じ
や
ら
げ
だ

ん
だ
っ
ぺ
。
そ
う
し
た
ら
、
「
さ
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
か
。
さ
よ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
か
。
」

っ
て
、
言
い
続
げ
で
、
最
後
に
、

「
さ
よ
う
の
首
が
抜
げ
だ
あ
っ
・
」

っ
て
ね
。キ
タ
キ
タ
屍

下
君
田
松
本
す
え

昔
、
百
姓
家
で
嫁
さ
ん
も
ら
っ
て
、

嫁
さ
ん
が
、
と
て
も
お
な
ら
の
ひ
る
嫁

庭
諦
憾
ぎ
の

ー

(その⑮）

さ
ん
な
ん
で
す
。

お
ん
出
つ
し
や
あ
が
と
思
っ
た
ん
で

す
と
。
あ
る
日
、
泥
棒
が
入
っ
た
ん
で

す
と
。
そ
ん
で
、
泥
棒
が
、
戸
を
開
け

て
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
そ
の
嫁
さ
ん
が

「
キ
タ
キ
タ
」
っ
て
い
う
お
な
ら
を
し

た
ん
だ
っ
て
。
「
あ
っ
、
見
つ
か
っ
た
」

そ
ん
で
、
入
ん
な
い
で
帰
ろ
う
と
思
っ

た
ら
、
「
ブ
デ
ブ
デ
」
っ
て
い
う
お
な

ら
を
し
た
ん
で
、
鉄
砲
で
撃
た
れ
た
ら

た
い
へ
ん
だ
っ
て
、
泥
棒
を
、
お
ん
出

し
た
ん
で
す
と
。

こ
れ
は
良
い
嫁
だ
っ
て
、
た
い
へ
ん

気
に
入
ら
れ
て
、
末
永
く
い
た
ん
で
す

っ
て
。

（
柿
も
ぎ
り
）

柿
も
ぎ
り
な
ん
か
に
連
れ
て
行
っ
て

お
尻
ま
く
っ
て
ひ
と
つ
（
庇
を
）
ひ
つ

と
、
柿
が
バ
ラ
バ
ラ
と
、
み
ん
な
落
ち

ん
で
す
と
。
畑
じ
ゅ
う
の
柿
、
そ
の
嫁

さ
ん
連
れ
て
歩
っ
て
、
み
ん
な
も
ぎ
っ

た
ん
で
す
と
。

た
い
へ
ん
可
愛
が
ら
れ
た
ん
で
す
っ

て
。

@に
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i：
イ ギ リ ス 94％

オ ラ ンダ 90

スエーデン 80

西ド イ ツ 79％

ア メ リ カ 71 9

日 本 26


